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こんにちは。今ご紹介頂きました，溝端と申し
ます。今回，こういった席で，大野一雄の追悼企
画の一部ということで，大野一雄のアーカイブに
ついてお話しする時間を頂きました。本当にあり
がとうございます。お話の前に，一つ自分のこと
をお話しします。私自身は，大野一雄さんが1977
年に『ラ・アルヘンチーナ頌』という作品を初演
するのですが，その時に私は二十歳くらいの学生
で，特別にダンスをやっているとか，演劇をやっ
ているとかそういうバックグラウンドの全く無
い人間でした。たまたま機会があって大野一雄
の『ラ・アルヘンチーナ頌』を見て，その後６年
くらい経ってから，大野一雄舞踏研究所をお訪ね
して以来，私自身も大野一雄の稽古にずっと参加
してきました。最初に訪ねたのが1983年ですけれ
ど，ちょうど大野一雄の世界ツアー，海外ツアー
がものすごく活発化してくるのが1980年くらいか
らです。今日展示の中に，1980年のパリ公演の
フェスティバル，また同じ年のまさに最初のヨー
ロッパ公演であるナンシー国際演劇祭のプログラ
ムが展示してありますが，これが一番最初の大野
一雄のパリでのフェスティバルです。その後大き
なものとしては82年のアヴィニョンのフェスティ
バルがあり，それから83年からイタリアですとか，
イスラエル，その他のヨーロッパ，あるいは南米
のツアーに出て行きます。ちょうど私はその時に
稽古場を訪ねたわけですが，当時大野一雄という
人は知る人ぞ知る人ではありましたけれども，日
本ではそんなにポピュラリティは無くて，稽古場
といっても私を含めて常時稽古に参加しているの
は３人とか４人でした。時には私と大野先生と二
人っきりの稽古もあって大変恐ろしい思いをした
記憶もあります。その後は，私は主として舞台公
演の場合は照明のデザインなどに携わってきまし
た。いわゆる今の劇団やダンスカンパニーは役割
分担がはっきりしていますけれども，それぞれ制
作がいて，舞台監督がいて，というシステムは，
じつは大野一雄舞踏研究所の公演においては今も
あまりないですね。まあ人がいないということも
あるし，非常に緊密な人間関係の中で，ある意味
家族的な中でやっていたものですから，私自身も
制作もやり，舞台監督もやり，照明もやり，その
前は衣裳も徹夜でやり，音響もやり，必要な事は
なんでもやってきました。ある意味非常に総合的
に，舞台周りのあらゆることを，日本だけでなく

世界中で体験させていただいて勉強できた。その
ことは大変幸せなことだったと思います。

皆さんにアーカイブ関連の関連年表をお配りし
ています。そこに，一番最初にアーカイブ構想が
始まったのが1989年と書いたと思います。1989年
頃ですね。どこでそういう議論が始まったかとい
うと，実はイタリアで始まりました。大野一雄は
1980年にフランスのナンシーで公演をし，その後
1983年に最初のミラノ公演を行います。あとの80
年代90年代の世界ツアー，主としてヨーロッパ，
それから南米ですけれども，マネージメントのオ
フィスをずっとイタリアに置いていました。もち
ろんイタリア人がやっているわけですね。イタリ
アの，リミニというアドリア海の小さなリゾート
地ですけれども，そこのマリオ・ガラルディ，マ
リア・ガラルディという夫婦がずっとマネージメ
ントオフィスをやっておりました。彼らから最初
に，アーカイブという言葉ではなかったですけれ
ども，いわゆる公演活動，作品制作とは違うレベ
ルの記録を残していくといった作業をやっていか
ないのかというふうに問われました。実はそのマ
リオ・ガラルディという人はイタリアのリミニで
ガラルディ出版という小さな出版社をずっとやっ
ていたんですね。その時はずっといわゆるツアー
で公演をやっているという状況でしたので，それ
も大変意義はあるけれども，その中で結局何か
残っていくものはあるのかと聞かれて。私は実を
言うとその時はあまりピンと来なかったんですね，
その議論が。もちろん舞台のときは写真を撮った
りビデオを撮ったりということはありましたけれ
ども，それをまた形を変えて何かにしていくとい
うのはあまりピンと来ていませんでした。まあそ
ういうことも確かに重要だなと思ってはいたので
すが。ですから80年代から90年代にかけてはまだ，
実際作業に取り掛かっていなかったです。

その次に，関連年表のほうに，「94年『睡蓮』
全作品上演計画の開始」とあります。今日展示し
ているポスターの中でも，全作品上演計画のもの
を随分持ってきています。このプロジェクトは
アーカイブが出来てきたという点で重要な事業
だったので少し紹介したいと思います。横浜の泉
区というやや郊外にテアトルフォンテという400
席くらいのきれいな劇場がありまして，当時そこ
がまだ開館したばかりでした。そこの館長の方か
ら，大野一雄舞踏研究所が保土ヶ谷という近いと
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ころにありますし，是非公演をやってくれないか
というお話をいただきました。その時に，折角や
るのであれば連続公演としてやらないかというこ
とになり，その中で始まったものです。断続的と
はいえ，1998年くらいまで年２回３回と公演を
やってきまして，2000年６月『宇宙の花』という
作品まで続きました。この公演をやるにあたりま
して，記録を非常に重視して撮りました。もちろ
んいわゆる家庭用のビデオで公演の舞台を撮影す
るということは，当時はある程度普通に行われて
いたんです。ですがこの全作品上演計画において
は家庭用ではなくて，本当にプロ仕様の，実際に
テレビ局で働いているようなスタッフを呼んで撮
影の記録を撮りました。今はかなりテクノロジー
が進化しまして，比較的質の良い画像を押さえる
ということが比較的低コストで出来ますけれども，
当時はそこまで簡単ではなく，多分一回の公演で
大体４人くらいスタッフを呼んで，カメラマン
２人とディレクターと音響さんの４人くらいのグ
ループで，一日拘束してリハーサルから本番まで，
３カメくらいで撮って，大体25万から30万近くお
金がかかりました。この公演自体大体4000円くら
いの入場料でやっているので，それが400弱くらい
の劇場ですから，経済規模で言うと，全体の10パー
セント弱くらいが記録を撮るということにあてら
れていたわけです。毎回そういうふうな形でした。

1989年頃，最初にヨーロッパのマネージャーか
ら「何か記録をとって形に残していくことはやっ
ていかないのか」と言われてから５年くらい時間
が経っているのですが，だんだん私たちもそうい
うことを意識するようになっていました。あるい
は，大野一雄がこの時88歳，もう90歳くらいにな
るにつれてもちろん数多くの公演が出来なくなっ
てきましたし，ソロの公演も非常に難しくなって
きました。そういう中で，やはり舞踏の記録を残
して将来に伝えていくというのも我々周りの人間
の使命なんじゃないか，という意識が全作品上演
計画の中でだんだん出来てきたのだと思います。
記録をとるというのは動画を撮るという事ももち
ろん重要ですけれども，それ以外にもポスター，
写真自体も新しく撮影しているんですね当時。細
江英公さんが大体写真を撮りますけれども。公演
の度にポスターを制作して，そのための撮影の時
間をとるということもあります。我々の公演は大
体２回くらいで終わってしまいますので新聞に批
評が載ることもあまりないのですが，この全作品
上演計画に限って言うと，『テアトロ』とかそう
いう演劇系の月刊誌に批評が掲載される事もあっ
て。こちら側から表現するというか作るものだけ
ではなく，この公演について外部から書かれたも
のも比較的残ったのではないかと思います。

そういう形で我々自身も意識的にちゃんとした

記録をとって残していくという事を考え出したの
が1990年代半ばくらいです。舞台だけではなく，
年表にも書いてありますけれども，『稽古の言葉』
という書籍も発行しました。大野一雄は，ずっと
稽古の中で踊るだけでなくしゃべるんですね。そ
のしゃべったものを録音した記録がかなり膨大に
何百時間と残っていまして。それをテキストに起
こして編集し，出版したのがこの書籍で，1997年
に出版されました。当時稽古場でまとまった資料
というのは整理されていなくて，雑多な形で資料
が積みあがっていたのを，テープならテープ，写
真なら写真，メモならメモとして一挙に大野一雄
自身の部屋から稽古場に持ち込んで，何日もかけ
てある程度わかる範囲で分類して整理するという
かなり荒っぽい作業ですけれども，そういったよ
うなことが90年代の半ばくらいにあったわけです。
それがいわば，我々も当時アーカイブという言葉
を使っていなかったと記憶していますけれども，
大野一雄のアーカイブ整理の一番初期の段階かな
と思います。

今メモならメモ，写真なら写真と申しあげまし
たが，どういう資料があるか具体的にお話した方
がいいと思います。いわばそのアーカイブに入る，
インプットされる資料というのは，まず大野一雄
が持っているものです。大野一雄が研究所の中，
あるいは自分の部屋の中に持っているものをとに
かく洗いざらい持ってきて見てみますと，一つは
もちろん公演に使うものがあります。それは例え
ば衣裳であったり，あるいはお膳のような道具で
あったり，あとはたくさんのレコードとか，当時
まだCDが無かったのでカセットテープとか，そ
ういった音源の資料ですね。音の素材があります。
あとは公演に使う印刷物，チラシとかポスターと
か。今日も第１回の公演の1949年の公演プログラ
ムを展示していますけれども，ああいったものが
1949年以降のものについて，ほとんど，少量では
ありますがすべて残っています。勿論，写真資料
も膨大です。あとは映像，それから大野一雄自身
が自分の勉強のために買った本ですね，蔵書資料
というのがあります。それから大野一雄自身が
持っているものとは違う，大野一雄について書か
れた新聞・雑誌や批評記事があります。あるいは
さらにまた，大野一雄に贈る，あるいは大野一雄
をテーマにしてつくった美術作品やテレビ番組も
ありますし，最近ではアントニー＆ザ・ジョンソ
ンズというニューヨークのロックスターが大野一
雄に捧げるというアルバムを出しています。そう
いったものもあります。

整理の過程で，ちょっと画像を見て頂きます。
これは今日展示していますけれども，1949年の最
初の公演のチラシですね。展示だと中を見ていた
だけないですが，裏側はこういうふうになってい
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ます。これはもちろんデジタル化してこういう資
料を作っているのですが，展示だと表紙しか見ら
れないけれども，デジタル資料だとこのように中
も見ることが出来ます。それからこれも展示して
ありますが，1959年『老人と海』という舞台のチ
ラシ，舞台監督に土方巽の名前があります。

大野一雄さんは自身の公演については踊って動
く稽古はあまりされないのですが，常に稽古する
イメージ，動きのイメージをマジックでこのよう
に言葉であったりドローイングであったりという
形で書いています。こういったものも膨大にある
のですが，一部デジタル化されています。

これは1959年の『老人と海』の創作メモですが，
手書きの創作ノートとして一番古く残っているの
はこういったものです。こういうふうに捜真教会
の週報に自分でメモ書きしているのですが，そう
いったものも大事に残しています。

ちょっと数値的なことを申しあげようと思いま
すが，一応デジタル化したものの数をベースに数
えた時に大体ポスターが80点くらいあります。写
真に関しては今４千数百点をデジタル化していま
す。ただ写真というメディア自体がコピーされて
たくさん出来てしまうので，数はなかなか把握で
きません。手元にあるもので言えばおそらく7000
点くらいあると思います。あとはチラシや公演の
資料というものをクリアファイルに整理していま
すけれども，それをデジタル化した資料が，約
3000点くらいあります。それと今見ていただいた
ような創作メモですね，これも大体5000点くらい
あります。新聞や雑誌ですけれども，これは必ず
しも全てが重要な批評というわけではないですが，
国内・海外のちょっとした紹介記事を含めて数え
ると約1500点あります。映像に関しては，色々な
フォーマットのものがありますけれども，フォー
マットはさておいてタイトル数で言うと877点が
今整理されていて，さらに沢山あると思うのでお
そらく1000点以上あると思います。その他先ほど
申しあげた衣裳，音源に関しては数が数えられな
いですけれども，衣裳については1970年代以降の
公演に使ったものはすべて保管してあります。音
源に関しても，全てがデジタル化してあるわけで
はなくオープンリールの段階のものも沢山ありま
すけれども，それも含めて使用されたすべてのも
のが残っていると言って良いと思います。

こういったアーカイブの資料ですけれども，大
野一雄舞踏研究所は保土ヶ谷の住宅地の中に，大
野家の自宅の隣に建てられていて，ほとんどの衣
裳ですとか大きな写真パネル，あるいは音源など
はそこにあります。その他の写真ですとか創作メ
モ，紙系の資料，あるいは映像媒体の資料は，品
川にある私の自宅件事務所のワンフロアに全部あ
ります。保管の状態は普通というか，悪い状態で
はないけれども，温度や湿度管理されている状態
ではないので，そういう意味ではかならずしも良
いとは言えない。日本は湿気が多いですから我々
も気を付けてはいますけれども，やはり大切なも
のに関しては，今後もっと良い状態での保管を考
えていかなければならないと思います。

そしてこちらも展示してありますけれども，
1980年６月に大野一雄がナンシーフェスティバル
に参加したときのプログラムです。中を見てみる
と，これが大野一雄の公演についてのページです
ね。このフェスティバル，実は大野一雄だけが参
加していたのではなくて，右下にあるのは田中泯
さんです。彼も参加していました。これは全体の
スナップで，こちらはブラジルのマクナイマとい
うグループです。

これは『カフェ・ミュラー』ですね。ピナ・バ
ウシュがフランスに初めて紹介された『カフェ・
ミュラー』という作品を，ナンシーの劇場ではな
く実際にカフェを使ってやったそうです。これは
1994年全作品上演計画が始まった頃ですが，シン
ガポールのフェスティバルに呼ばれたときのプロ
グラムです。

これは1999年，大野一雄の最後のヨーロッパ公
演になります。ヴェニスのゴルドーニ劇場で行わ
れました。プレミオ・ミケランジェロ・アントニ
オーニと書いてありますけれども，映画監督のミ
ケランジェロ・アントニオーニの名前を冠したミ
ケランジェロ・アントニオーニ芸術賞というのが
ありまして，その賞を頂いて，授賞式で踊ったの
がヴェニスでの最後の公演でした。

これは逆に，1983年最初のミラノ公演のポス
ターです。これは新聞記事ですけれども，もとも
とのオリジナルの新聞記事はないのですが，コ
ピーにつぐコピーで残っていまして，そういうの
は大事な資料なのでデジタル化して見られるよう
にしています。これは1959年『老人と海』の新聞
記事ですね。外国の新聞記事も残してあります。

これは雑誌ですけれどもこういったものも中も
読めるようにデジタル化しています。

第１回大野一雄現代舞踊公演チラシ（1949）
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今ざっとアーカイブにあるアイテムをご紹介し
ましたが，これは稽古場の研究所の設計図です。
この稽古場そのものが大野一雄アーカイブの，あ
る意味最大の資産と言っていいと思います。1960
年くらいに稽古場が建てられまして，大体もう築
50年経っています。耐震の問題もありますし，今
後放っておいた状態で何年持つのかわかりません
けれども，私たちとしてはこの稽古場を「建物」
としてはもちろん，ひとつの「場」として残して
伝えていかなければと思っています。例えばかつ
て土方さんのアスベスト館という場所があって，
それは目黒にありましたけれども，現在ではあり
ません。色々経済的な問題もあり，人手に渡った
りして，そうすると人手に渡った段階でその価値
を認められなければ違うものに建て替えられてし
まうという事になりますので，大変残念ながら現
在では全く何も残っていないという状況です。大
野一雄舞踏研究所という場所は，土方さんももち
ろんここで稽古されましたし，他の舞踏家も稽古
しています。大野一雄と大野慶人さんが作品を
作った場所でもあり，世界中の人が1980年代90年
代から現在に至るまで訪れている，ある意味で日
本の舞踏の中で歴史的に価値を持つ場所だと思い
ます。この場所を今後何らかの形で保管できない
かと思っています。何らかの形と言っても実際上，
住宅地の中に建っていますので，そこを改築する
とか耐震補強するとかは技術的に，あるいは建築
法的にも難しいので，どこかに移築する必要があ
る。移築するにはもちろんお金はかかりますけれ
ども，技術的にはそんなに難しくない。アーカイ
ブの場ということにも後で触れますが，それも含
めて，公演で使われた物などとは規模が違います
けれども，稽古場自体をアーカイブの資産として
残していきたいと強く思っています。

今日は最新映像を紹介することになっています
が，最新ではないのですが，1999年７月16日の大
野一雄の稽古の映像がありますので見ていただこ
うと思います。

今まではアーカイブの資料のインプットにつ
いてお話ししましたが，逆に今度は資料を出し
ていくアウトプットについてお話ししたいと思
います。一つ大きなものとしては，年表のほうに
も書きましたが，2002年の４月にボローニャ大学
に大野一雄アーカイブが出来ました。先ほど申し
あげたとおり，アーカイブ議論の最初はイタリア
のマネージャーからそういう話があったわけです
が，これがまさに繋がっている話です。リミニは
ボローニャから大体電車で一時間半くらいのとこ
ろにあって，ボローニャ大学も出版等で近い関係
にありました。ボローニャ大学には演劇音楽学科
が1982年に創設されています。ボローニャ大学と
話をして，非常に巨大な大学なのでなかなか話は

進まなかったのですが，最終的には2002年にアー
カイブが出来ました。これがボローニャ大学です。
ちょうど早稲田大学のように街と一体化している
大学で，色んな校舎・キャンパスがあります。そ
の中の一つです。ここに図書館がありまして，今
この中に大野一雄のアーカイブ資料があります。
ボローニャ大学にある資料は主として今日並べて
あるポスターが30点くらいと，代表的な映像資料
が26点ほどです。それから先ほど画像でお見せし
たチラシや批評はデジタル化してデータベースに
なっていますが，大体23ギガくらいのデータで英
文のものがすべてボローニャ大学にあります。そ
れ以外にも美術品といいますか，細江英公さんの
等身大の写真パネルが2点あります。現在ボロー
ニャ大学は図書館の中にそういった資料が置かれ
ていて，学生はもちろん，一般の方も開架されて
いるものに関しては自由に見て使っていいという
ことになっています。一年に一回ボローニャ大学
のダムスというところがフェスティバルといいま
すか，プログラムを組んでイベントを行うのです
が，そのなかで時には先ほどのポスターや映像が
公開されます。あるいは大野一雄，もしくは舞踏
について論文を書いた若い研究者の発表があった
り，外部に向けたプログラムも年一回組まれてい
ます。ただ，ボローニャ大学というところも非常
に大きな官僚組織，大学なので，予算の配分に
よってその年何が出来るかが違ってくるものです
し，極端に言えば予算が無くなってしまえば大野
一雄アーカイブをやめようという話になる可能性
がないわけではないです。

日本では名古屋の愛知芸術文化センターにビデ
オライブラリーという開架式の映像のアーカイブ
が出来ています。ここで大野一雄の映像が21点公
開されています。年表では2004年10月となってい
ますが，2003年の間違いです。

それでアーカイブのアウトプットということに
ついては，例えば研究者の方から「資料が見た
い」という問い合わせを研究所のウェブサイトを
通じて頂く事がわりと頻繁にあります。それにつ
いては個別にはもちろんお答えしています。ただ
本当の意味での一般公開といいますか，誰でもが
いつでもそこに来て，資料を手にとって見られて，
自由に使うことが出来るというレベルでの一般公
開がなされているかというと，それは出来ていま
せん。そういう公開の方法をとるにはそれなりの
場とシステムがないとなかなか継続的に出来ない。
個別の問い合わせにその都度答えるのはなかなか
大変なもので，資料を実際に出してくるのはやっ
ぱりある程度そこに学芸員といいますか，専門職
的な人がいないと継続的には難しいと思います。
将来的にもちろんそういう方向に進めていきたい
と考えています。ただそれはやはり経済的な裏付
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けといいますか，可能であるならば経済的な構造
を作りながらやるということが理想であると思い
ます。今例えば問い合わせがあった場合，これこ
れの写真，これこれの論文，という形で個別にご
用意しますけれども，いわばボランティアで，無
料で行っている状態です。そこに経済的な構造を
作ることで，活動を継続し質を保ってゆく。それ
が理想であると思います。

それで一般公開といいますか色々なアウトプッ
トの仕方があると思いますが，これは2007年の３
月にボローニャの本当に街の中心にある考古学博
物館で一ヶ月に渡って開かれたかなり大規模な展
覧会の映像です。平米で言うと大体1000平米あり
ます。今日こちらでも展示をさせていただきまし
たが，研究所の資産の数多くのものを持っていっ
て展示をしました。（映像上映）

料が出てくると思いますけれども，それらを幅広
くカバーしていきたいと思っています。それを尚
かつ，公開していきたい。

日本では土方さんのアーカイブがあり，それか
ら大野一雄のアーカイブがこういう形で継続して
いますが，世界にはダンス・アーカイブが公共の
ものとして結構あります。そういったところと日
本のアーカイブ的な組織というものがどういう交
流をしているかということはわかりませんけれ
ども，大野一雄アーカイブも日本の一つのダン
ス・アーカイブとして世界のダンス・アーカイブ
と交流が出来るようになれば素晴らしいと思いま
す。ボローニャ大学の話をしましたけれども，図
書館の中に資料があって見ることが出来るのも良
いですが，私自身が考えるアーカイブの将来像と
いうのは，可能であればもう少し未来的な価値を
主張できるものであればと思っています。具体的
にいうと資料を閲覧するだけではなく，劇場なり
あるいはアートセンター的な文化施設の中にそう
いうものが置かれて，そこで研究をし稽古をし創
作をし発表するという総合的な中での一つのある
部分，求心力を持つ資料としてアーカイブが存続
していったらいいのではないかと思います。大野
一雄自身の資料でもありますが，そういう形でパ
フォーミングアーツという一つの無形の文化財を
どのように記録し，継承し，伝えていくか，とい
うことに貢献できるのではないかと考えています。

最後にもう一つ映像をお見せします。1994年４
月4日大野一雄が捜真教会という教会の教会員な
んですけれども，その教会のイースターの墓前礼
拝で踊る映像です。
（映像上映）
今日は６月26日ですが，1997年の６月29日が大

野一雄の奥様であるチエさんの亡くなられた日で
す。今日は大野一雄の追悼企画ということだった
のですが，この踊りは大野チエさんの納骨のとき
にこういう形で大野一雄が踊ったものなので，今
日は最後にこの映像をお見せしました。
（今回の講演内容は）アーカイブの構造という

ことで，私の言葉足らずで十分にお伝えできたか
ちょっと自信がないのですが，もし個別にデータ
ベース自体をこの場で御覧になりたいという方が
いらっしゃれば私のPCを持ってきていますので，
そこでご覧いただくことも出来ます。それから今
後何か資料が必要だという方もご連絡をいただけ
ればそれは提供させていただきたいと思います。
アーカイブというのは，先ほど申しあげたように
経済的な基盤を作りながら一般に公開していくの
はなかなか難しい点もあり，私たちもこれから頑
張っていこうと思います。是非こちらにお集まり
の皆様にも，ご支援ご協力いただければと思って
おります。以上です。

こう言った形の大規模な展覧会は，最初横浜で
2004年に行いました。続いて2007年にボローニャ
で，翌年にはサンパウロで行いました。サンパウ
ロでもボローニャと同規模で行いまして，サンパ
ウロ以外にも地方都市三都市くらいを半年ほどか
けて巡回するという，非常に成功した，大きな成
果のあった展覧会でした。

アーカイブに関して，このような形での展覧会
開催，出版物の発行など少しずつアウトプットは
出来ているのですが，今後は先ほど申しあげたよ
うな，一般的な公開が可能であるような進め方を
したいと考えております。さらにアウトプットだ
けでなくインプットについては，大野一雄につい
ての資料は全部収集したい。昨年大野一雄が亡く
なって非常に大きなニュースになったのですが，
その後世界中から色々なコンタクトがあって，自
分はこういう映像資料を持っていますとか手紙を
もっていますとか，そういうメールを海外から頂
いたりしました。ついこの間も1980年代にスペイ
ンから稽古場にきていた人からコンタクトがあり，
今はスペインの大学の先生でいらっしゃるそうで
すが，当時の稽古の映像をお送りくださったこと
もあります。そういうふうにこれからあらゆる資

ボローニャ市立考古学博物館、
　　　　　��大野一雄展　会場写真（2007）


